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論文題目 

Development of a Non-invasive Diagnostic Method for Esophageal Squamous Cell 
Carcinoma by Gas Chromatographic Analysis of Patients’ Exhaled Breath 
(ガスクロマトグラフィー法を用いた患者呼気測定による食道扁平上皮癌非

侵襲的診断法の開発 
) 

 

（論文内容の要約）（1000字～1500字） 
 
【背景】 

食道癌は無症候性に進行するため、診断時には進行癌で発見される症例が多い。他の消化器

癌と比較し進行が早く予後不良であるため早期発見が重要である。従来の食道癌の診断には

主に上部消化管造影検査および上部消化管内視鏡検査が用いられるが、食道癌の早期発見は

未だ困難である。血液検査において腫瘍マーカーも測定されるが、感度・特異度ともに低く、

必ずしも食道癌の早期診断に有用とはいえないのが現状であり、非侵襲的で感度や特異度の

高い臨床マーカーの開発が求められている。 

【方法】 

2012 年 7 月から 2013 年 11 月に順天堂大学医学部附属順天堂医院食道胃外科で治療した 17
名の食道扁平上皮癌患者(40-83 歳、中央値：66.0 歳)、および 9 名の癌の既往のない健常者

からそれぞれ呼気収集を行った。空腹時の被検者から 1L の呼気をサンプリングバッグ(アル

ドリッチジャパン社)で収集した。呼気中の揮発性有機化合物を SPME ファイバーを用いて

抽出し、ガスクロマトグラフィー(GS-MS)により測定を行った。 
【結果】 

患者群と健常者群で比較したところアセトニトリル、酢酸、アセトン、2-ブタノンの 4 成分において差

があることが示され、統計学的にも有意差を認めた(アセトニトリル P=0.0037、酢酸 P=0.0024、アセト

ン P=0.0024、2-ブタノン P=0.0037)。 

  アセトニトリル、酢酸、アセトン、2-ブタノンの ROC 曲線を作成したところ AUC(area under the 

curve)：0.93 と高い確率で食道癌患者の分離が可能となることが示された。GC/MS による呼気分析 

(Blue fiber-PORA PLOT Column)を行ったところ、健常人と食道扁平上皮癌患者では異なるピ

ークが得られ、臭気成分に明確な違いがあることが明らかとなった。さらに、主成分分析

（PCA : principal component analysis）において、両群を区別することが可能であった。 

 

【考察】 

今回我々は食道癌患者と健常者の呼気中に含まれる揮発性有機化合物に有意差があることを確

認した。同測定法は安価で簡便、非侵襲的で副作用を伴わないものであり、将来的に食道癌早期

発見のための新しい手段となる可能性が示された。今まで食道癌患者の呼気分析は行われてお

らず、国内外で初めての報告である。今後は検体数を増やすとともに食道癌の深達度や進行

度の比較を行い、より早期の食道癌診断について検討する。さらに、臭気中の揮発性有機化

合物を同定することによって、非侵襲的で食道扁平上皮癌に特異的な臨床マーカーの開発が

期待される。 

 
 


